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台
風
や
局
所
的
な
集
中
豪
雨
、
大
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
備
え
た
安
定
給
水
体
制
の
確
立
は
非
常
に
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
。
そ
の
課
題
の
克
服
に
大
き
く
寄
与
し
、
小
規
模
浄
水
場
の
代
替
施
設
、
あ
る
い
は
給
水
拠
点
と
し
て

近
年
、
採
用
実
績
が
着
々
と
伸
び
て
い
る
の
が
可
搬
式
浄
水
装
置
『
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
』
だ
。
取
水
か
ら
浄
水
、

逆
洗
ま
で
の
各
機
能
が
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
搭
載
さ
れ
、
無
人
・
自
動
運
転
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
自
立
し
た
浄
水

シ
ス
テ
ム
の
早
期
確
立
に
大
き
く
寄
与
す
る
。
そ
こ
で
、
本
紙
は
災
害
に
備
え
た
応
急
給
水
拠
点
と
し
て
同
装
置
を

導
入
し
た
和
歌
山
県
紀
美
野
町
の
取
り
組
み
、
豪
雨
災
害
時
に
浄
水
場
の
代
替
施
設
と
し
て
活
用
し
た
滋
賀
県
栗
東

市
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

紀
美
野
町（
和
歌
山
県
）

紀
美
野
町
の
水
道
事
業

は
、
上
水
道
１
事
業
と
、
簡

易
水
道
は
旧
野
上
町
の
河
北

・
河
南
・
中
田
、
旧
美
里
町

の
美
里
・
毛
原
・
長
谷
宮
の

計
６
事
業
が
あ
る
。
計
画
給

水
人
口
は
１
万
２
９
１
０
人

で
、
導
送
配
水
管
延
長
は
２

６
３
㌔
。
普
及
率
は
�
％
と

な
っ
て
い
る
。
地
形
的
な
条

件
か
ら
未
給
水
集
落
が
あ

り
、
地
元
が
管
理
し
て
い
る

小
規
模
水
道
施
設
に
補
助
す

る
交
付
要
綱
を
平
成
�
年
度

に
創
設
す
る
な
ど
、
安
心
・

安
全
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

な
施
設
整
備
を
進
め
て
い

る
。田

中
克
治
・
水
道
課
長
は

課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を

昨
年
度
に
策
定
し
、
施
設
の

現
状
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
詳
細
を
詰
め
、
管
路

の
老
朽
化
に
伴
う
布
設
替
え

と
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
上
水
道
事
業
の
Ｒ
Ｃ
製

配
水
池
３
カ
所
に
緊
急
遮
断

弁
の
設
置
を
順
次
計
画
す
る

な
ど
、
安
全
で
お
い
し
い
水

の
安
定
供
給
と
経
営
の
効
率

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と

語
る
。

紀
美
野
町
で
は
災
害
に
備

え
、
自
助
、
共
助
を
強
く
意

識
し
た
住
民
同
士
の
繋
が
り

が
強
く
、
公
助
を
担
う
町
職

員
と
の
連
携
も
円
滑
に
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
。

牛
居
秀
行
・
参
事
兼
総
務

課
長
は
「
当
町
に
は
住
民
の

方
々
が
加
入
す
る
自
主
防
災

組
織
が
�
あ
り
ま
す
。
各
組

織
内
で
役
割
を
分
担
し
、
定

期
的
に
開
催
さ

れ
る
防
災
訓
練

に
参
加
頂
き
、

日
頃
か
ら
自

助
、
共
助
の
意

識
を
高
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
に
は
小

規
模
な
施
設
を
含
め
、
災
害

避
難
所
が
�
カ
所
あ
り
、
各

避
難
所
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
頂
け
る
方
の
育
成
講
習
を

今
年
は
２
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
大
規
模
災
害
時
に
は
小

学
校
の
体
育
館
な
ど
、
避
難

場
所
を
集
約
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
避
難

所
で
飲
料
水
を
確
保
す
る
た

め
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
を
使

用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
水
道
課
職
員
を
派
遣

し
た
平
成
�
年
度
の
下

佐
々
、
毛
原
地
区
の
防
災
訓

練
で
は
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー

を
使
用
す
る
デ
モ
を
行
い
、

災
害
時
も
安
心

し
て
ほ
し
い
と

Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
」
と
紹
介
し

た
。ア

ク
ア
レ
ス

キ
ュ
ー
は
、
様
々
な
水
源
か

ら
水
質
基
準
を
ク
リ
ア
す
る

良
質
な
水
を
つ
く
る
緊
急
用

浄
水
装
置
。
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル

や
薬
品
注
入
ポ
ン
プ
、
制
御

盤
な
ど
、
取
水
か
ら
浄
水
、

自
動
洗
浄
ま
で
の
各
機
能
を

Ｓ
Ｕ
Ｓ
製
の
フ
レ
ー
ム
内
に

コ
ン
パ
ク
ト
に
収
め
た
。
災

害
時
の
給
水
拠
点
の
ほ
か
、

水
道
施
設
の
ト
ラ
ブ
ル
時
や

修
繕
・
改
修
時
の
仮
設
給
水

な
ど
、
常
設
用
と
し
て
の
機

能
も
備
え
、
幅
広
い
用
途
で

使
用
で
き
る
。
処
理
能
力
は

最
大
�
立
方
㍍
／
日
。

紀
美
野
町
で
は
地
方
債

（
過
疎
対
策
事
業
債
）
を
起

債
し
、
総
務
課
が
平
成
�
年

度
に
購
入
し
た
。
定
期
的
な

運
転
試
験
な
ど
の
維
持
管
理

業
務
は
水
道
課
が
担
当
し
て

い
る
。「
町
長
や
町
議
会
議

員
に
常
日
頃
か
ら

万
全
の

措
置
で
防
災
、
減
災
に
努
め

よ

と
指
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
前
向
き
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
を
知
っ

た
き
っ
か
け
は
、
平
成
�
年

の
台
風
�
号
が
も
た
ら
し
た

紀
伊
半
島
大
水
害
で
す
。
近

隣
の
那
智
勝
浦
町
が
被
災
し

た
際
、
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー

が
応
急
給
水
に
活
用
さ
れ
た

こ
と
で
そ
の
存
在
を
知
り
ま

し
た
。
町
の
東
端
に
位
置
す

る
毛
原
地
区
に
１
台
を
配

置
、
も
う
１
台
は
水
道
課
で

保
管
し
、
必
要
に
応
じ
て
目

的
地
ま
で
運
搬
す
る
形
で
対

応
し
ま
す
。
災
害
時
で
も
安

定
し
て
飲
料
水
を

確
保
す
る
こ
と
は

行
政
の
使
命
で
あ

り
、
そ
の
責
任
を

果
た
す
体
制
が
整

っ
た
こ
と
は
大
変

意
義
深
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
牛
居
参

事
。こ

の
小
型
膜
ろ

過
ユ
ニ
ッ
ト
は
多

く
の
特
長
を
持

つ
。
無
人
・
自
動

運
転
が
可
能
で
、

逆
洗
機
能
な
ど
、

浄
水
場
と
同
等
の

維
持
管
理
性
能
を

有
す
る
。
ま
た
、

本
体
が
コ
ン
パ
ク

ト
な
の
で
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
積
載
し
、
目
的
地
ま

で
容
易
に
運
搬
で
き
る
ほ

か
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
の
本

体
を
押
し
、
設
置
地
点
に
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
搬
入
で
き

る
。
こ
の
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
良

さ
が
災
害
時
、

応
急
給
水
の
迅

速
化
を
実
現
す

る
。
電
源
は
Ａ

Ｃ
１
０
０
Ｖ
で
、
電
源
の
確

保
が
困
難
な
場
所
で
も
設
置

可
能
だ
。

田
中
課
長
は
優
れ
た
機
動

性
と
適
切
な
処
理
水
量
、
自

動
運
転
機
能
な
ど
を
高
く
評

価
。
ま
た
「
装
置
メ
ー
カ
ー

と
は
設
備
関
係
の
業
務
を
通

じ
て
付
き
合
い
が
続
い
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
対
応
が
迅

速
で
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
い

と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
緊
急

時
に
活
用
す
る
資
機
材
で
す

の
で
、
対
応
に
不
安
が
残
る

よ
う
で
は
困
る
わ
け
で
す
」

と
導
入
の
経
緯
を
語
る
。
さ

ら
に
「
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー

は
海
南
市
や
白
浜
町
で
既
に

導
入
実
績
が
あ
る
状
況
で
し

た
。
日
本
水
道

協
会
和
歌
山
県

支
部
で
各
事
業

体
職
員
が
定
期

的
に
顔
を
合
わ

せ
る
な
ど
、
当

町
は
近
隣
自
治
体
と
の
交
流

も
あ
り
ま
す
の
で
先
行
し
て

導
入
し
た
事
業
体
か
ら
の
評

価
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
こ

と
も
心
強
か
っ
た
で
す
ね
」

と
振
り
返
る
。

豪
雨
災
害
が
導
入
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
ア
ク
ア
レ
ス

キ
ュ
ー
だ
が
、
今
後
の
大
地

震
対
策
と
し
て
も
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。牛
居
参
事
は「
県

は
昨
年
度
、
東
海
・
東
南
海

・
南
海
３
連
動
地
震
お
よ

び
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
伴
う
被
害
想
定
を
発
表
し

ま
し
た
。
当
町
は
平
成
	
年

度
に
地
域
防
災
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
県
の
想

定
に
合
わ
せ
る
形
で
今
年

度
、
見
直
し
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
全
自
動
運
転
が
可

能
な
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
を

備
蓄
品
と
し
て
保
有
す
る
こ

と
で
、
職
員
の
人
的
リ
ソ
ー

ス
を
管
路
な
ど
の
応
急
復
旧

作
業
に
よ
り
多
く
割
く
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
選
択
の
幅

が
広
が
り
ま
す
。
当
町
で
の

使
用
実
績
は
ま
だ
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
地
域
の
防
災

訓
練
で
デ
モ
を
行
う
な
ど
で

周
知
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」と
力
強
く
語
っ
た
。

―小規模事業体における対策と活用事例―

―
ま
ず
紀
美
野
町
の
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

寺
本
町
長

紀
美
野
町

は
和
歌
山
県
の
北
部
に
位

置
し
、
町
の
中
央
を
霊
峰

・
高
野
山
を
源
に
持
つ
清

流
・
貴
志
川
が
流
れ
て
い

ま
す
。
南
部
は
町
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
長
峰
山
系
の

県
立
自
然
公
園
『
生
石
高

原
』
が
そ
び
え
る
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
町
で

す
。目

指
す
将
来
像
は
『
空

・
山
・
川
の
ふ
れ
あ
い
の

あ
る
、
美
し
い
ふ
る
さ

と
』。
こ
の
豊
か
な
自
然

を
財
産
と
考
え
、
県
内
外

か
ら
心
身
と
も
に
癒
や
し

に
来
て
頂
け
る
よ
う
な
施

設
や
ス
ポ
ッ
ト
の
充
実
、

名
産
品
の
開
発
な
ど
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
特
に
、
町
民
参
加
型

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

自
発
的
に
町
お
こ
し
に
取

り
組
ん
で
い
る
点
は
大
き

な
特
徴
で
す
。

町
域
は
南
北
約


㌔
、

東
西
は
約
�
㌔
で
、
総
面

積
は
１
２
８
・
�
平
方
㌔
。

そ
の


％
を
山
林
が
占
め

て
い
ま
す
。
平
成
�
年
１

月
１
日
に
旧
美

里
町
と
旧
野
上

町
が
合
併
し
て

誕
生
し
た
新
し

い
町
で
す
。
合

併
当
時
の
人
口

は
約
１
万
２
０

０
０
人
で
し
た

が
、
現
在
は
１

万
人
を
切
っ
て

い
ま
す
。

―
自
然
災
害

を
想
定
し
た
防

災
体
制
、
特
に
、
水
の
安

定
供
給
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
か
。

寺
本

平
成
�
年
９
月

に
発
生
し
た
紀
伊
半
島
豪

雨
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
台
風
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
よ
る
雨
量
が
非

常
に
多
い
地
域
で
す
の

で
、
住
民
は
防
災
、
減
災

に
対
す
る
意
識
が
と
り
わ

け
高
い
で
す
。
災
害
時
に

は
ま
ず
、
�
団
体
あ
る
自

主
防
災
組
織
が
対
応
し
、

住
民
が
参
加
す
る
消
防

団
、
町
の
消
防
や
水
道
課

職
員
ら
が
順
次
駆
け
つ
け

る
形
で
自
助
、
共
助
、
公

助
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
機
能

す
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま

す
。た

だ
し
、
町
域
の
や
や

西
側
に
庁
舎
な
ど
の
行
政

施
設
が
集
中
し
て
お
り
、

東
端
の
毛
原
（
け
ば
ら
）

地
区
は
最
も
遠
い
位
置
に

あ
り
ま
す
。
同
地
区
ま
で

は
谷
間
の
貴
志
川
沿
い
に

整
備
さ
れ
た
道
路
で
繋
が

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
道

路
の
両
側
は
山
地
が
迫

り
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
寸

断
を
想
定
し
た
自
助
、
共

助
策
が
必
要
と
な
り
ま

す
。災

害
時
に
と
り
わ
け
早

急
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
物
資
は
水
と
電
気

で
す
の
で
、
水
に
つ
い
て

は
応
急
給
水
用
に
小
型
造

水
装
置
『
ア
ク
ア
レ
ス
キ

ュ
ー
』
を
同
地
区
に
整
備

し
ま
し
た
。
水
道
課
職
員

が
定
期
的
に
応
急
給
水
訓

練
を
行
い
、
装
置
の
使
い

方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い

ま
す
。
全
自
動
運
転
が
可

能
で
扱
い
や
す
い
と
い
う

住
民
の
声
も
聞
い
て
お

り
、
最
良
の
備
え
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
災
害
対
策
の
重
要
性

は
認
識
し
な
が
ら
も
、
財

政
負
担
を
理
由
に
先
延
ば

し
に
す
る
例
も
散
見
さ
れ

ま
す
が
、
紀
美
野
町
で
は

先
手
、
先
手
の
対
応
を
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。

寺
本

当
町
も
他
の
自

治
体
と
同
様
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
で
す
か
ら
、
よ
り
シ

ビ
ア
な
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害
対

策
へ
の
予
算
確
保
は
厳
し

い
の
で
す
が
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
発
生
も
視
野
に

入
れ
、
町
民
の
生
活
、
生

命
を
守
る
た
め
に
最
悪
の

状
況
を
想
定
し
備
え
を
し

て
お
く
こ
と
は
町
長
と
し

て
の
私
の

責

務

で

す
。
災
害

用
と
し
て

導
入
し
た

ア
ク
ア
レ

ス
キ
ュ
ー

を
今
後
も

使
わ
ず
に

済
む
こ
と

が
ベ
ス
ト

で
す
が
、

い
ざ
と
い

う
時
に
必

要
な
備
え

が
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
災
害
対
策
と

し
て
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

２
カ
所
整
備
し
、
防
災
ヘ

リ
で
山
間
地
ま
で
食
料
や

備
蓄
水
を
運
ぶ
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
必
要
十
分

な
防
災
体
制
や
、
手
の
行

き
届
い
た
福
祉
の
上
に
町

の
発
展
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ

ー
も
そ
の
一
翼
を
担
い
、

町
を
支
え
る
重
要
な
資
機

材
で
す
。

近
年
は
手
に
職
を
持
つ

若
い
定
住
者
が
町
内
で
お

洒
落
な
飲
食
店
を
出
店
す

る
な
ど
、
新
た
な
観
光
資

源
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
豊
か
な
自
然
環
境
と

合
わ
せ
た
魅
力
の
発
掘
と

と
も
に
、
防
災
対
策
が
充

実
し
安
心
し
て
生
活
で
き

る
点
も
紀
美
野
町
の
魅
力

と
捉
え
、
積
極
的
に
発
信

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

豪豪
雨雨
災災
害害
時時
のの
アア
クク
アア

レレ
スス
キキ
ュュ
ーー
活活
用用
事事
例例

栗

東

市
（
滋

賀

県
）

水水
道道
施施
設設
がが
壊壊
滅滅
的的

被被
害害

平
成
�
年
９
月
�
～
�
日

に
か
け
、
中
部
地
方
か
ら
日

本
列
島
を
縦
断
し
た
台
風
�

号
の
影
響
を
受
け
て
滋
賀
県

内
全
域
が
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
栗
東
市
内
の
�
時
間
最

大
雨
量
は
３
９
４
㍉
を
記
録

し
、
南
東
部
の
観
音
寺
水
源

地
で
は
凝
集
沈
で
ん
＋
急
速

ろ
過
に
よ
る
水
道
施
設
（
施

設
能
力
�
立
方
㍍
／
日
）
の

直
上
に
位
置
す
る
山
肌
が
崩

れ
、
土
砂
や
倒
木
が
敷
地
内

に
流
入
。
浄
水
設
備
（
原
水

槽
～
ろ
過
槽
）、
計
装
盤
、

薬
品
注
入
装
置
、
水
質
計
器

室
、
テ
レ
メ
ー
タ
ー
室
の
全

て
が
使
用
不
能
と
な
り
、
浄

水
機
能
が
停
止
し
た
。
取
水

・
導
水
施
設
に
つ
い
て
も
、

別
の
場
所
の
土
砂
崩
れ
で
取

水
口
の
流
失
や
導
水
管
の
破

断
が
起
こ
る
な
ど
、
壊
滅
的

被
害
を
受
け
た
。

３３
段段
階階
にに
分分
けけ
応応
急急

復復
旧旧

翌
�
日
午
後
か
ら
給
水
区

域
の
�
世
帯
（
�
人
）
が
断

水
し
、
�
日
ま
で
の
第
１
段

階
は
自
治
会
館
前
で
の
応
急

給
水
を
実
施
し
た
。そ
の
間
、

給
水
車
の
走
行
ル
ー
ト
上
の

林
道
に
仮
設
受
水
槽
（
Ｆ
Ｒ

Ｐ
製
・
容
量
�
立
方
㍍
）
を

設
置
し
、
被
災
施
設
の
配
水

池
と
集
落
を
結
ぶ
配
水
管
に

管
路
を
接
続
し
た
。
�
月
１

日
か
ら
は
近
隣
の
草
津
市
、

守
山
市
、
野
洲
市
の
応
援
を

受
け
、
給
水
車
で
１
日
６
回

受
水
槽
に
補
給
す
る
形
で
仮

通
水
を
開
始
。
第
２
段
階
と

し
た
。

アア
クク
アア
レレ
スス
キキ
ュュ
ーー

のの
設設
置置
経経
緯緯
とと
処処
理理

フフ
ロロ
ーー

第
３
段
階
は
小
型
浄
水
装

置
『
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
』

に
よ
る
応
急
仮
設
給
水
。
冬

季
は
給
水
車
運
用
ル
ー
ト
が

凍
結
・
積
雪
な
ど
で
不
通
と

な
る
た
め
、
電
気
・
水
道
工

事
に
至
急
着
手
で
き
る
業
者

を
入
札
で
決
定
し
、


月
�

日
に
契
約
し
た
。
仮
設
受
水

槽
ま
で
の
林
道
を
掘
削
し
、

φ
�
の
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
を
布
設
（
延
長
２
８
７

㍍
）
し
た
ほ
か
、
ア
ク
ア
レ

ス
キ
ュ
ー
を
搬
入
す
る
建

屋
、
お
よ
び
河
床
に
は
取
水

用
桝
を
設
置
し
た
。
ま
た
、

被
災
し
た
観
音
寺
水
源
地
付

近
の
電
柱
か
ら
電
源
を
確

保
。
建
屋
の
隣
に
仮
設
電
柱

を
設
置
し
、
配
線
し
た
。

清
水
合
金
製
作
所
の
社
員

に
よ
る
現
地
調
査
は
同
月
�

日
に
開
始
さ
れ
た
。
調
査
の

結
果
、
１
日
平
均
給
水
量
�

～
�
立
方
㍍
に
対
し
て
浄
水

量
は
�
立
方
㍍
に
設
定
し

た
。同

社
に
対
し
て
は

冬
期

の
凍
結
対
策

降
雪
時
期
ま

で
に
運
転
開
始

異
常
通
報

装
置
の
搭
載
―
の
３
点
を
要

望
。
設
置
方
法
、
電
気
や
配

管
、
設
備
の
搬
入
な
ど
に
関

す
る
工
事
日
程
を
調
節
し

た
。�

月
６
日
に
は
２
㌧
ト
ラ

ッ
ク
に
積
載
さ
れ
た
ア
ク
ア

レ
ス
キ
ュ
ー
を
作
業
員
２
人

が
人
力
で
搬
入
・
設
置
し

た
。浄

水
フ
ロ
ー
は
当
初
、
取

水
↓
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
（
２
０

０
μm
）
↓
膜
ろ
過
（
Ｍ
Ｆ
膜
）

↓
次
亜
注
入
と
し
、
約
２
９

０
㍍
離
れ
た
受
水
槽
ま
で
自

然
流
下
で
送
水
す
る
こ
と
と

し
た
。
同
日
に
試
運
転
を
開

始
し
た
が
、
浄
水
の
色
度
お

よ
び
マ
ン
ガ
ン
濃
度
が
高
い

問
題
に
直
面
し
た
。
山
肌
の

地
層
が
土
砂
崩
れ
で
流
出

し
、
原
水
水
質
が
変
化
。
河

川
水
に
混
入
し
た
鉄
や
マ
ン

ガ
ン
成
分
が
酸
化
し
、
色
度

が
高
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

た
。色

度
は
原
水
�
度
に
対

し
、
処
理
水
は
２
・
８
度
。

水
質
基
準
の
５
度
は
ク
リ
ア

し
て
い
る
が
、

雨
天
時
な
ど
は

原
水
水
質
が
さ

ら
に
悪
化
す
る

た
め
、
膜
ろ
過

装
置
の
前
段
に

活
性
炭
吸
着
槽

を
設
置
す
る
対

策
を
講
じ
た
。

そ
の
結
果
、
浄

水
の
色
度
は
０

・
１
度
未
満
と

な
っ
た
。

マ
ン
ガ
ン
濃

度
は
水
質
基
準

０
・
�
㎎
／


に
対
し
、
浄
水

は
０
・
�
㎎
／


と
、
６
倍
程

度
に
達
し
た
。

そ
こ
で
、
活
性
炭
吸
着
槽
と

膜
ろ
過
装
置
の
間
に
前
塩

素
、
除
マ
ン
ガ
ン
装
置
の
順

に
設
置
。
そ
の
結
果
、
０
・

０
０
１
㎎
／

未
満
ま
で
低

下
し
た
。

処
理
フ
ロ
ー
は
、
取
水
↓

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
↓
活
性
炭
吸

着
槽
↓
前
塩
素
↓
除
マ
ン
ガ

ン
装
置
↓
膜
ろ
過
↓
次
亜
注

入
に
修
正
。
前
処
理
の
オ
プ

シ
ョ
ン
設
備
を

導
入
す
る
こ
と

で
、
浄
水
の
水

質
に
問
題
が
な

い
こ
と
を
確
認

し
、
�
月
�
日

に
給
水
を
開
始

し
た
。

な
お
、
凍
結

防
止
対
策
と
し

て
、
水
温
１
度

以
下
で
強
制
運

転
を
行
う
制
御

を
実
施
し
た
。

通
信
に
つ
い
て

は
、
受
水
槽
内

に
設
置
し
た
水
位
計
と
ア
ク

ア
レ
ス
キ
ュ
ー
の
制
御
盤
で

通
信
し
、
運
転
状
態
を
自
動

で
調
整
す
る
。
運
転
状
況
の

連
続
デ
ー
タ
は
ア
ナ
ロ
グ
信

号
、
異
常
時
は
接
点
信
号
と

し
て
遠
方
監
視
装
置
に
送
ら

れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
網

経
由
で
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
端

末
に
送
信
さ
れ
る
。
本
市
の

ケ
ー
ス
で
は
、
職
員
の
公
用

携
帯
電
話
３
台
、
点
検
業
務

を
委
託
す
る
社
員
の
携
帯
電

話
２
台
、
清
水
合
金
製
作
所

の
Ｐ
Ｃ
１
台
に
運
転
デ
ー
タ

を
配
信
し
た
。

給
水
開
始
後

は
高
い
原
水
濁

度
に
対
応
す
る

た
め
、
ス
ト
レ

ー
ナ
ー
の
目
詰

ま
り
を
防
ぐ
対

策
を
行
っ
た
。

原
水
濁
度
計
を

設
置
し
、
濁
度

に
応
じ
て
運
転

と
停
止
を
自
動

的
に
切
り
替

え
、
低
濁
度
の

原
水
の
み
を
処

理
す
る
。
た
だ

し
、
受
水
槽
水

位
が
低
い
場
合

は
運
転
を
続
け

る
制
御
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
処
理
能
力

を
２
倍
に
変
更
し
余
裕
を
持

た
せ
る
と
と
も
に
、
よ
り
安

全
側
で
運
用
す
る
た
め
浄
水

量
は
�
・
２
立
方
㍍
／
日
と

し
た
。

日日
常常
点点
検検
容容
易易

かか
つつ
体体
系系
的的
にに

維
持
管
理
項
目
は
▽
活
性

炭
吸
着
槽
▽
除
マ
ン
ガ
ン
処

理
槽
▽
次
亜
注
入
ポ
ン
プ
▽

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
▽
膜
モ
ジ
ュ

ー
ル
―
の
５
点
。
活
性
炭
吸

着
槽
は
逆
洗
機
能
が
な
く
、

月
１
回
の
頻

度
で
活
性
炭

を
交
換
し

た
。
除
マ
ン

ガ
ン
処
理
槽

も
同
様
で
、

１
カ
月
ご
と

に
手
作
業
で

逆
圧
洗
浄
を

行
う
。
次
亜

の
補
充
、
ス

ト
レ
ー
ナ
ー

の
清
掃
は
適
宜
行
う
こ
と
と

し
、
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
換

は
運
転
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
概
ね
１
カ
月
半
～
２
カ

月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
取
り

替
え
、
薬
品
洗
浄
を
行
っ

た
。そ

の
他
、
委
託
管
理
会
社

が
１
日
１
回
の
巡
回
点
検
を

行
い
、
濁
度
や
色
度
、
残
留

塩
素
濃
度
を
現
地
で
確
認
。

マ
ン
ガ
ン
濃
度
の
簡
易
検
査

を
週
２
回
、
原
水
と
浄
水
の

鉄
、
マ
ン
ガ
ン
の
水
質
分
析

は
月
１
回
実
施
し
た
。

総総
括括

現
在
は
被
災
し
た
観
音
寺

水
源
地
の
本
復
旧
工
事
が
完

了
し
、
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー

は
既
に
撤
去
し
た
が
、
被
災

当
時
は
現
地
調
査
の
依
頼
か

ら
設
置
、
維
持
管
理
に
至
る

ま
で
、非
常
に
円
滑
だ
っ
た
。

原
水
水
質
が
変
化
す
る
予
想

外
の
事
態
に
直
面
し
た
ほ

か
、
凍
結
対
策
な
ど
現
場
状

況
に
即
し
た
対
応
が
必
要
と

な
っ
た
が
、
清
水
合
金
製
作

所
に
は
柔
軟
か
つ
的
確
に
対

処
し
て
頂
い
た
と
考
え
て
い

る
。
社
内
の
連
絡
調
整
も
し

っ
か
り
し
て
お
り
、
同
社
の

担
当
者
が
不
在
の
際
も
不
自

由
を
感
じ
る
こ
と
な
く
心
強

く
感
じ
た
。

台
風
の
ほ
か
、
近
年
は
局

地
的
な
集
中
豪
雨
が
増
加
す

る
な
か
に
あ
っ
て
も
、
住
民

に
対
し
安
定
し
た
給
水
体
制

を
確
保
す
る
こ
と
は
水
道
事

業
者
の
責
務
で
あ
る
。
路
面

が
凍
結
す
る
冬
期
は
給
水
車

で
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
こ
と
を
考
え
て
も

移

動
す
る
浄
水
場

と
し
て
水

道
シ
ス
テ
ム
を
い
ち
早
く
仮

復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
有
効
な

手
法
で
あ
る
。

（
執
筆＝

栗
東
市
上
下
水
道

事
業
所
）

紀
伊
半
島
大
水
害
が
導
入
契
機
に
…
牛
居

機
動
性
や
自
動
運
転
な
ど
評
価
…
田
中

迅
速
な
企
業
対
応
に
心
強
さ
…
田
中

将
来
の
大
地
震
対
策
に
も
有
効
…
牛
居

安安定定給給水水体体制制をを早早期期確確立立

原原水水水水質質のの急急変変ににもも対対応応

紀紀
美美
野野
町町
長長

寺寺
本本

光光
嘉嘉
氏氏

にに
聞聞
くく

牛居参事

本体など必要機材一式を軽トラに積載できる

土砂や倒木が流入した観音寺水源地の浄

水施設
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田中課長

防災訓練で小型造水装置の使い方をレクチャー

町
民
の
命
守
る
最
良
の
備
え

災
害
に
強
い
町
を
魅
力
に

キャスター付きの本体を押し、人力で建屋に搬入

オプション品の活性炭吸着槽、除

マンガン処理槽も建屋内に設置

（週二回月・木曜日発行）２０１５年（平成２７年）１０月２２日（木曜日）第５０２９号 第３種郵便物認可特 集（１５）
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